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第３学年 国語科学習指導案

日 時 平成１７年１０月１４日（金）５校時

児 童 男７名 女８名 計１５名

指導者 岩 間 勝 範

大事なことをたしかめよう１ 単元名

「すがたをかえる大豆」 国分 牧衛教材名

２ 単元について

( ) 児童観1
今年の４月に実施したＮＲＴ学力検査では、国語の「読むこと」は、全国正答率が６０．７％

に対して、学年正答率は５６．１％と全国比は９２であった。男女差が大きく、男子が４９．９

％に対して女子が６１．５％の正答率であった。読み取りにおいては 「場面を想像しながら読、

むこと 「内容を考えながら音読すること」を苦手としている。」

３年生の一学期の説明的文章「ありの行列」では、時間的な順序に気をつけて読んだり 「は、

じめに 「次に 「この研究から」の順序を表す言葉をはこで囲んだりして、段落相互のつなが」 」

りを意識した学習を繰り返し進めてきた。その結果、復習プリントで、進んで順序を表す言葉を

はこで囲みながら読むなど学習の成果が見られた。キーワードに着目させて、文章の内容を読み

取ることの学習では、まだキーワードの押さえが十分ではないため、自分では見つけられない子

も見られる。

そこで、本単元では、接続語や文の書き出しに注目させ、段落の役割や段落相互の関係を意識

させながら学習を進めていくことで、確かな読み取りへとつなげていきたい。また、キーワード

のおさえ方を繰り返し学習することで、段落ごとの要点をまとめる力を身につけさせたい。

( ) 教材観2
第３学年及び第４学年の「読むこと」の指導目標は 「目的に応じ、内容の中心をとらえたり、

段落相互の関係を考えたりしながら読むことができるようにする」である。本教材の中心となる

指導事項は 「段落相互の関係を考えながら、文章の内容を的確に読む 「内容を大きくまとめ、 」

たり、必要なところは細かい点に注意したりしながら読む」である。

２年生の教材「たんぽぽのちえ」では問題提示から解決までの経過を筋道立てて読み取る学習

をし 「サンゴの海の生き物たち」では、事柄の順序を考えながら読み取ることを学習してきて、

いる。

、 「 」 、 、 、また ３年生の一学期教材 ありの行列 は ウイルソンの問いかけから仮説を立て 検証し

まとめるという仮説・検証型の文章であった。また、段落という概念を学習の中で使ったことが

初めてで、段落の役割や段落の相互関係を学習することに適した教材であった。

本教材の「すがたをかえる大豆」は、構成が「はじめ 「なか 「おわり」の３つのまとまり」 」

に分けられ、大きなまとまりや段落構成が分かりやすい教材である。キーワードも明確で、要点

をまとめる学習にも適している。

内容としては、大豆の加工法を紹介した文章であり、大豆の味と栄養を保つための工夫と加工

の種類について、五つの事例を用いた解説型の説明文である。

また、本教材は、子どもたちが興味を持ちやすい食べ物を取り上げており、毎日口にしている

大豆について書かれている。大豆はいろいろな形に姿をかえて食べられていることに気付かせる

ことで感動や驚きを得られる教材でもある。本教材の学習を通して大豆のみならず他の食べ物や

食生活にまで発展させて考えていけるものであると考える。
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( ) 指導観3
単元の「つかむ」段階において、まず反復Ａを通して一学期説明文 ありの行列 の学習事項『 』

を確かめ、児童の実態を把握する。そのうえで、児童が何を学習するのか、どんなことを学習す

るのかなど必要感をもって学習するために、題名想起をさせる 「すがたをかえる大豆」という。

題名から知っていることや想像されることを自由に発表しあい、分類して掲示する 「すがたを。

かえる」の意味を十分に考えさせたい。また、見通しをもった学習ができるように、単元の学習

計画を共に考えて学習を進めていく。そして、学習のゴールとして「食べ物はかせ図鑑」を作る

ことを提案する。

「ふかめる」段階においては、大豆をおいしく食べる工夫と食品に注目させて学習を進めてい

きたい。文中にある「くふう」の言葉をもとに、中心となる文を見つけさせる。また、キーワー

ドをもとに、一人学びで段落の大事なところをまとめさせる活動を行う。さらには、一人学びで

考えたことを学び合いの場で発表し合い、お互いの考えの違いやよさについて感じ取らせたい。

「広げる」段階においては 「食べ物はかせ図鑑」を作ることを目標に、自分で調べて文章に、

まとめる力をつけさせたい。また、完成した後にお互いのよさを見つけ合うことで文章の書き方

の手本としたり、これからの学習の意欲付けとしたりしていきたい。そして、反復Ｂを通して本

単元で身に付けるべき力や到達度を確認していくこととする。

単元全体を通して、段落相互の関係やキーワードの押さえ方について繰り返し学習し、身に付

けさせたいと考えている。また、個人カルテを活用し、一単位時間毎の一人一人の学習の様子や

評価を記入し、指導と評価の一体化を図りながら指導を進めていきたい。

３ 単元目標

( ) 食べ物について書かれた読み物や図鑑などを興味をもって読もうとしている。1
（国語への関心・意欲・態度）

( ) 中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え、大豆をおいしく食べる工夫を正しく読み2
取ることができる。 （読むこと）

( ) 身近な食べ物について、情報を収集したり取捨選択したりしながら、段落に分けて文章にまと3
め 「食べ物はかせ図鑑」をつくることができる。 （書くこと）、

( ) 文末表現や接続語の役割を理解することができる。 （言語事項）4

４ 単元の指導と評価規準（２０時間扱い）

過程 時 学習活動（指導内容） 評価規準＜評価方法＞

関心・意欲・態度 読むこと 言語事項すがたをかえる大豆

＊反復Ａ（読イ） ・進んで問題に取り組 ・中心となる語や文 ・キーワードや段落に１

。「内容のつながりに適した接 もうとしている。 をとらえて段落相 ついておさえている

互の関係を考え正つ 続語や指示語を選ぶ問題」

しく読んでいる。に取り組む。

＜プリント＞＜観察＞ ＜プリント＞

・題名想起 ・大豆について知って ・段落をとらえなが ・新出漢字の書きの練か ２

「 。・ すがたをかえる大豆」 いることを進んで話 ら読み、どういう 習を丁寧にしている

の全文を読み、初発の感 そうとしている。気 内容が書かれてい

想を書く。 づいたことや驚いた るかを読み取ってむ

・新出漢字の練習をする。 ことなどを感想に書 いる。

・この学習のゴールを「食 こうとしている。

べ物はかせ図鑑」とする

ことを知らせる。

＜ノート＞＜ノート・評価カード＞ ＜ノート・評価カード＞
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・第１段落を読み、段落の ・第１段落を進んで音 ・第１段落で、大豆 ・ 問い」と「答え」３ 「

大事なところををまとめ 読し、読み取ろうと がいろいろな食品 の文型をおさえてい

る。 している。 にかわっているこ る。

とを読み取ってい

る。

＜発言・ノート＞＜観察・評価カード＞ ＜ノート・評価カード＞

・第２段落を読み、段落の ・第２段落を進んで音 ・大豆を食べるため ・接続語の働きをおさ４

大事なところをまとめ 読し、読み取ろうと に人間が工夫した えている。

る。 している。 ことを読み取って

いる。

＜発言・ノート＞＜観察・評価カード＞ ＜ノート・評価カード＞

・第３段落を読み、おいし ・一つ目のおいしく食 ・一つ目のおいしく ・人間の手を加えた言５

く食べる工夫とできた食 べる工夫とできた食 食べる工夫とでき 葉を見つけておさえふ

品を読み取る。 品を進んで読み取ろ た食品を読み取っ ている。

うとしている。 ている。 「いる 「にる」」

＜発言・ノート＞＜観察・評価カード＞ ＜ノート・評価カード＞

・第４・５段落からおいし ・二つ目、三つ目のお ・二つ目、三つ目の ・人間の手を加えた言か ６

く食べる工夫とできた食 いしく食べる工夫と おいしく食べる工 葉を見つけておさえ

品を読み取る。 できた食品を進んで 夫とできた食品を ている。

読み取ろうとしてい 読み取っている。 「いる 「こなにひ」

る。 く 「すりつぶす」め 」

「しぼり出す」

＜発言・ノート＞＜観察・評価カード＞ ＜ノート・評価カード＞

・第６・７段落からおいし ・四つ目、五つ目のお ・四つ目、五つ目の ・人間の手を加えた言る ７

く食べる工夫とできた食 いしく食べる工夫と おいしく食べる工 葉を見つけておさえ

品を読み取る。 できた食品を進んで 夫とできた食品を ている。本

読み取ろうとしてい 読み取っている。 「くわえる 「まぜ時 」

る。 る 「取り入れる」」

「育てる」

＜発言・ノート＞＜観察・評価カード＞ ＜ノート・評価カード＞

・第８・９段落を読み、こ ・第８・９段落を進ん ・大豆はいろいろな ・ このように」で始８ 「

の文章のまとめの文を読 で読み取ろうとして すがたにかわって まる文章のまとめの

み取る。 いる。また、いろい おり、多くの食べ 文の見つけ方をおさ

ろな形にすがたをか 方が考えられた理 えている。

えたことをふりかえ 由を読み取ってい

ろうとしている。 る。

＜発言・ノート＞＜観察・評価カード＞ ＜ノート・評価カード＞

・段落ごとの内容を表にま ・今までの学習を振り ・それぞれの段落の９

とめ、文章構成を確かめ 返って進んで表にま 内容をおさえて大

る。 とめようとしている 事なところを正し。

。く読み取っている

＜観察・評価カード＞ ＜ノート・評価カード＞
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関心・意欲・態度 書くこと 言語事項食べ物はかせになろう

・他の食べ物について気づ ・他の食べ物について ・ 食べ物はかせにな ・新出漢字の書きを丁１０ 「

いたことを発表する。 気づいたことを進ん ろう」を読んで、 寧に練習している。１１

・ 食べ物はかせになろう で発表しようとして 調べたい食べ物と また、それをもとに「 」

、 。を読み、自分が調べる食 いる。また、自分が 調べることを決め 短文をつくっている

べ物を決め、学習計画を 調べる食べ物につい 学習計画を立てて

たてる。 て興味をもって学習 いる。広

・新出漢字の書く練習をす しようとしている。

る。 ＜観察・ノート＞＜観察・評価カード＞ ＜ノート・評価カード＞

・教科書「本で調べる」を ・本の調べ方を進んで ・自分が調べたい食１２

もとに本での調べ方を学 学習し、調べること べ物についての大１３

習する。 に必要な本を探して 事な情報を発見カげ １４

。・自分の目的に合った本を 読もうとしている。 ードに書いている

探し、調べたい事柄を発 ＜発見カード・評価

見カードに書く。 カード＞＜観察・評価カード＞

・発見カードを整理し、そ ・発見カードを関連づ ・発見カードをまと ・作文の書き方をおさ１５

れぞれのまとまりごとに けて分け、まとまり まりに分けたもの えて丁寧に書いている １６

文章を書く。 を作ろうとしている を文章に書いてい る。１７ 。

・書いた文章を清書する。 る。

＜発見カード・評価カ ＜発見カード・評価

ード＞ カード＞ ＜観察・文章＞

・文章をまとめ 「食べ物 ・本を読み文章の良さ ・本を読み文章の良１８ 、

博士図鑑」を作る。 を進んで発表しよう さを書いて発表し１９

・本を読み、お互いの文章 としている。 ている。

の良さを発表しあう。 ＜食べ物図鑑・評価

カード＞＜観察・評価カード＞

・学習したことを生か ・文章を段落に注意 ・段落の働きを押さえ２０ ＊反復Ｂ（読イ）

して、課題解決に取 して正しく読み取 ている。「 」文の内容を正しく読む問題

り組もうとしている っている。に取り組む。 。

＜プリント＞ ＜プリント＞ ＜プリント＞

５ 本時の指導（ ６／２０）

（１）授業の構想

接続語に着目したり、キーワードに着目したりして大豆の加工法と食品を見つけることによ

り内容を正しく読み取る力を身に付けさせたい。

（２）目 標（本時のねらい）

大豆をおいしく食べる工夫と食品を正しく読み取ることができる。

（３）展開 一人学び 今日のキーワード

＜評価方法＞
段階

学習活動 ・指導上の留意点（○◎評価）

１ 前時までの学習を振り返る。 ・掲示をもとに 第３段落でどんな工夫があった

見 かを振り返させる。

通 ２ 本時の学習課題をつかむ。
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す ・学習課題は、単元計画の段階で押さえているの

大豆はどんな工夫で、どんな食品に で確認とする。

３ なったのだろう。

分 ○学習課題がわかったか。 ＜観察＞

３ 本時の場面を音読する。 ・読みの視点として 「工夫」と「食品」がどこ、

・個人読みをする。 に書いてあるかを押さえながら音読させる。

・指名読みをする。

ふ

４ 第４段落の大豆をおいしく食べる「工

か 夫」とできた「食品」を読み取る。

（１ 「工夫」と「食品」について一人学 ・読みの視点「工夫」と「食品」についてまとめ）

め びを行う。 ていくことを確認する。

第４段落に書いてある「工夫」に線を ノートにまとめるができたか。

引き、工夫でできた「食品」をはこで ＜観察・ノート＞

囲みましょう。

・２つ目の加工法になることを接続語「次に」か

２ 今日のキーワードを見つけながら 工 ら気付かせる。（ ） 「

夫」と「食品」について全体で確かめ ・題名「すがたをかえる大豆」に立ち戻り「今日

る。 のキーワード」を見つける。

・キーワードをもとに、ノートに「大豆は、○○

４段落に書いてある工夫はどんな工 の工夫をすると、○○になる 」の様式でまと。

夫ですか。 めさせる。

工夫をして、どんな食品ができ

ましたか。

５ 第７段落のダイズをおいし ・ これらのほかに」という接続語から５つめの「

くたべる 工夫 と 食品 加工法はこれまでの工夫と違っていることを読「 」 「 」

を読み取る。 み取らせる。

（１ 「工夫」と「食品」について一人）

学びを行う。

「 」 「 「 」７段落の 工夫 とできた 食 ◎ダイズをおいしくたべる５つ目の 工夫

品」について、自分で考えた と「食品」についてまとめることができ

キーワードを入れてノートに たか。

まとめよう。 Ａ キーワードを使って、内容を整理して

工夫と食品をもとめることができる。

例「とり入れる時期を工夫するとえだ豆が

でき、育て方を工夫するともやしができ

る。」



- 6 -

Ｂ キーワードを使って、ダイズの工夫と

食品を落とさずまとめることができる。

例「とり入れる時期を工夫し、まだやわらか

いうちにダイズを取り入れたのがえだ

豆になる。」

例「育て方を工夫し、ダイズのたねを日光

に当てずに水だけやって育てたのがも

やしになる。」

Ｃへの支援

７段落にでてきた食品に着目させ、えだ

豆ともやしがどんな工夫によって出来た

のか文章から見つけさせる。

２ 今日のキーワードを見つけながら 工 ・これまでは、大豆としての工夫が述べられた文（ ） 「

夫」と「食品」について全体で確かめ 章であったが、植物の種の「ダイズ」によって

る。 食品が作られていることへも目を向けさせてい

く。

・課題にそって、内容を整理したまとめ方を学び

「とり入れる時期 「育て方」 合いの視点とする。その際、今日のキーワード」

「えだ豆」 「もやし」 を押さえると内容が整理されることに気付かせ

３９ ていく。

分

６ 自己評価カードに評価を記入し、発表 ○楽しくできたか。

ふ する。 ○大豆をおいしく食べる工夫がまとめられたか。

り ○今日の感想を書けたか。

か ＜自己評価カード＞

え

る

７ 次時の学習内容を確かめる。 ・ このように」の言葉に注目しながら、８段落「

３ と９段落をまとめることを確かめる。

分
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８ 教材分析

「す が た を か え る 大 豆」

言語事項 ＜キーワード＞ 大豆、ダイズ、たね

小さな生物、時期、育て方

食品、豆、に豆、きなこ、とうふ、納豆、みそ、しょうゆ、

枝豆、もやし

＜指示語＞ その、それは、それほど、これ、こうすると、これら、

＜接続語＞ 次に、また、さらに、このように、そのうえ、これらのほかに

＜文末表現＞ ～ます、～ますか、～ません、です、～のです、～います、

～からです

要 点 ① 米・麦以外にも、ほとんど毎日大豆を食べているが、姿を変えているので

気づかれない。

② 大豆は、ダイズの種である。硬いので、食べにくく、消化も悪いので、い

ろいろ手を加えておいしく食べる工夫をしている。

③ その形のままでいったり、煮たりするといり豆や煮豆になる。

④ 大豆をいって粉にひくと、きな粉になる。

⑤ 水を含んだ大豆をすりつぶして出た汁をさらにしぼって固めると豆腐がで

きる。

⑥ 目に見えない小さな生物の力で、納豆や味噌、醤油ができる。

⑦ 柔らかいうちに取り入れてゆでると枝豆ができ、種を日光に当てずに水で

育てるともやしができる。

⑧ 味がよく、栄養が豊富でやせた土地に強く、育てやすいため、多くの食べ

方が考えられた。

⑨ 大豆の良さに気づき、食事に取り入れた昔の人々の知恵に驚いた。

文章構成 対象物（大豆）の提示 ① ②

説明 （５つの工夫） ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

まとめ ⑧ ⑨

筆者の思い いろいろな食品に姿を変え、わたしたちの食生活を支える大豆には、先人たちの

知恵がある。色や形が全く違い、食べ方がまるで違う食品もすべて大豆からでき

ている事に驚かせ、身近な食べ物や食生活について振り返らせたい。

「 」 、 、発 展 食べ物はかせになろう で調べた食べ物について 文章でまとめて発表会をし

全員のものを集めて「食べ物図鑑」を作る。
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９ 個人カルテ

すがたをかえる大豆 個人カルテ「 」
名 前

って

・大豆への興味・関心 ◎ ○ △

・文章の読み取り ◎ ○ △実

・音読（正確に大きな声でよめる） ◎ ○ △

・文字を書くスピード ◎ ○ △

・漢字を書く力 ◎ ○ △態

・作 文 ◎ ○ △

・集中力 ◎ ○ △

初
発
の
感

想

その他
単元の評価規準表による

評価
読むことにそった評価

Ａ Ｂ Ｃ今までの学習が身に付いている。(反復Ａ）

Ａ Ｂ Ｃ学 内容をとらえて初発の感想をもつ。

Ａ Ｂ Ｃ習 段落構成をとらえている。

Ａ Ｂ Ｃの 大豆を食べる工夫や大豆の食品を読み取り

まとめている。実

Ａ Ｂ Ｃ態 それぞれの段落の要点をキーワードをもと

にまとめている。

Ａ Ｂ Ｃ調べたい食べ物を選び、学習計画をたてて

いる。

Ａ Ｂ Ｃ調べた食べ物の作文をまとめている。

・ すがたをかえる大豆」単元テスト 点単 「

・読みの確かめ（反復Ｂ） 点元

・食べ物や科学的な読み物を進んで読もうとしている。 Ａ Ｂ Ｃ終

了

大 豆 を 食 べ る 工 夫 を 読 み 取 り 、 読 み 取 っ た こ と を 生 か し て 食 べ 物

について調べ、自分でまとめることができる。




